情報科教育法  2回目                                 　　     　　2004/04/13  太田

1. 情報科の内容

	情報活用の実戦力

	情報の収集と判断・処理
	

	情報の利用と問題解決
	

	　情報の伝達・交流
	

	　情報の発信・創造
	

	情報の科学的な理解

	　コンピュータや情報機器の仕組みと働き
	

	　問題のモデル化とコンピュータを活用した解決  ・問題解決とコンピュータの活用
	

	　情報の蓄積・管理とデータベース活用
	

	　情報通信ネットワークとコミュニケーション
	

	　情報通信と計測・制御の技術
	

	情報社会に参画する態度

	　情報化・情報技術の進展が社会・生活に及ぼす影響
	

	　情報の収集・発信における問題点
	

	　情報倫理・情報安全教育
	

	　情報社会に積極的に参画する姿勢
	


2.こけだけは注意しよう。

1. 人をみたら泥棒と思えぐらいの心構え。
2. ID,パスワード、暗証番号の扱いは慎重に。
3. 個人情報はめったに書かない。
4. 契約書はよく読もう。
5. 困ったことがあったら公的機関にすぐ相談しよう。
6. おかしい情報は無視しよう。(裁判所からの通知は除く)
7. 物品の購入は慎重に。
8. パソコンには必ずワクチンソフトとウィルスのデータベースの更新する。

被害を受けないために、知らないうちに加害者にならないために

	
	加害
	被害
	注意すること、対策

	ID・パスワード
	○
	○
	

	メール
	○
	○
	

	悪徳商法
	○
	○
	

	個人情報
	
	○
	

	著作権
	○
	
	

	ウィルス/セキュリティ
	○
	○
	

	不適切な情報の公開
	○
	
	

	他人との交流
	○
	○
	


